
（3）　平成２９年４月２日発行　群馬県議会だより

す
と
考
え
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
戦
略
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
来
年
度
は
、
新
た
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
を

担
当
す
る
職
員
を
県
観
光
物
産
国
際
協
会

に
配
置
し
、
海
外
旅
行
業
者
と
長
期
的
な
人
脈
を

構
築
す
る
と
と
も
に
、
民
間
事
業
者
と
一
体
と

な
っ
て
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
誘
客
対

象
市
場
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
マ
レ
ー
シ
ア
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
加
え
、
市
場
を
拡
大
し
て
、

外
国
人
観
光
客
の
更
な
る
誘
客
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

◎
７
つ
の
交
通
軸
の
西
毛
軸
の
考
え
方
に
つ
い
て

清
風　

伊
藤　

清

Q
西
毛
広
域
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
全
線
で
事

業
着
手
さ
れ
ま
し
た
が
、
知
事
の
西
毛
軸
へ

の
思
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
西
毛
地
域
に
は
、
世
界
文
化
遺
産
を
は
じ
め

観
光
地
や
地
域
を
支
え
る
産
業
が
数
多
く

存
在
し
て
お
り
、
地
域
の
更
な
る
発
展
に
向
け
、

西
毛
軸
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
西
毛
広
域
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、

全
工
区
で
事
業
着
手
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
事

業
を
本
格
化
さ
せ
る
考
え
で
す
。
引
き
続
き
、
７

つ
の
交
通
軸
の
整
備･

強
化
を
着
実
に
推
進
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
に
つ
な
げ
「
魅
力
あ
ふ
れ

る
群
馬
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◎
開
発
許
可
手
続
の
簡
素
化
に
つ
い
て

群
誠
会　

本
間　

惠
治

Q
平
成
28
年
第
１
回
定
例
会
で
、
開
発
許
可
手

続
の
簡
素
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
対
応
や
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
今
年
度
当
初
か
ら
、
開
発
許
可
制
度
の
趣
旨

を
損
な
う
こ
と
な
く
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
添
付
書
類
の
簡
素
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
宅
地
造
成
の
審

査
事
項
を
約
５
割
、
市
街
化
調
整
区
域
内
許
可
の

図
書
を
約
３
割
簡
素
化
し
、
手
続
き
の
迅
速
化
を

図
る
と
と
も
に
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
申
請
書

記
載
例
」
な
ど
を
掲
載
し
申
請
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト

も
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
制
度
の
適
正
な
運
用

と
手
続
き
の
簡
素
化
、
迅
速
化
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

◎
群
馬
県
小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
着
実
な
実
施

に
つ
い
て

自
由
民
主
党　

松
本　

耕
司

Q
商
工
会
や
商
工
会
議
所
は
、
小
規
模
事
業
者

の
持
続
的
発
展
、
支
援
組
織
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
県
の
支
援
の
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

A
商
工
会
・
商
工
会
議
所
で
は
、
国
に
よ
る
経

営
発
達
支
援
計
画
の
認
定
を
受
け
て
支
援

活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
巡
回
相
談
の
強

化
や
会
員
数
の
増
加
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
県
で

は
、
こ
う
し
た
活
動
を
積
極
的
に
応
援
す
る
た
め
、

新
年
度
、
必
要
な
活
動
費
補
助
を
予
算
措
置
す
る

ほ
か
、
商
工
会
の
事
務
局
長
設
置
基
準
の
緩
和
な

ど
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。
今
後
も
支
援
活

動
が
よ
り
活
発
に
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

積
極
的
な
委
員
会
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

県
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
委
員
会
は
、閉
会

中
で
も
担
当
す
る
所
管
事
項
に
つ
い
て
、審
査

の
参
考
と
す
る
た
め
に
、現
場
に
出
向
い
て
調

査
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
常
任
委
員
会
の
主
な
調
査
・
審

査
状
況
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

総
務
企
画
常
任
委
員
会

◎
総
務
企
画
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
大
手
治
之
、
副
委
員
長
：
荒
木
恵
司

委
員
：
中
沢
丈
一
、
岩
井
均
、
狩
野
浩
志
、

　
　
　

岩
上
憲
司
、
萩
原
渉
、
水
野
俊
雄
、

　
　
　

後
藤
克
己
、
金
井
秀
樹

◎
県
内
調
査

★
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬

コンベンション施設模型の説明を受ける

①
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
建
設
予
定
地（
高
崎
市
）

高
崎
市
岩
押
町
地
内
の
計
画
区
域
面
積
11
万
平

方
メ
ー
ト
ル
に
、
平
成
31
年
度
中
の
完
成
を
目
標

に
計
画
さ
れ
て
い
る
同
施
設
の
、
現
時
点
で
の
整

備
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

厚
生
文
化
常
任
委
員
会

◎
厚
生
文
化
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
原
和
隆
、
副
委
員
長
：
川
野
辺
達
也

委
員
：
橋
爪
洋
介
、
須
藤
和
臣
、
中
島
篤
、

　
　
　

井
下
泰
伸
、
酒
井
宏
明
、
小
川
晶
、

　
　
　

本
間
惠
治
、
穂
積
昌
信

◎
閉
会
中
の
委
員
会
の
開
催

★
平
成
29
年
１
月
26
日
㈭

厚生文化常任委員会の審査状況

①
自※

閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
へ
の
理
解
促
進
に
つ
い
て

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
に
つ
い
て
、
参
考
人
の

意
見
を
聴
き
ま
し
た
。
今
後
の
委
員
会
運
営
や
県

政
審
査
に
活
か
し
ま
す
。

※
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

広
汎
性
発
達
障
害
と
ほ
ぼ
同
じ
群
を
指
し
て
お
り
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル

ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
ほ
か
の
広
汎
性
発
達
障
害
が
含
ま
れ
る
。

②
伊
香
保
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
及
び
国
体
検
討
懇
話

会
に
つ
い
て

伊
香
保
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
指
定
管
理
者
の
応

募
状
況
等
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
農
林
常
任
委
員
会

◎
環
境
農
林
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
金
井
康
夫
、
副
委
員
長
：
髙
橋
正

委
員
：
関
根
圀
男
、
黒
沢
孝
行
、
須
藤
昭
男
、

　
　
　

新
井
雅
博
、
星
名
建
市
、
伊
藤
祐
司
、

　
　
　

金
子
渡
、
井
田
泰
彦

◎
県
内
調
査

★
平
成
29
年
１
月
25
日
㈬

ＪＡ北群渋川野菜センター

①
し
ん
と
う
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
北
群
馬
郡
榛
東
村
）

特
産
の
ぶ
ど
う
を
核
と
し
た
、
観
光
と
産
業
の

振
興
や
地
域
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
。

②
し
ん
と
う
ふ
る
さ
と
夢
工
房（
北
群
馬
郡
榛
東
村
）

地
元
産
の
豚
肉
を
使
用
し
添
加
物
を
極
力
抑
え

た
ハ
ム
な
ど
の
製
造
や
、
手
作
り
体
験
に
よ
る
交

流
活
動
の
取
組
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

③
Ｊ
Ａ
北
群
渋
川
野
菜
セ
ン
タ
ー
（
北
群
馬
郡
吉

岡
町
）

県
内
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
こ
ん
に
ゃ
く
芋
を

は
じ
め
様
々
な
農
畜
産
物
が
生
産
さ
れ
る
同
地
域

で
の
、
高
齢
化
や
担
い
手
減
少
へ
の
取
組
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

産
経
土
木
常
任
委
員
会

◎
産
経
土
木
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
安
孫
子
哲
、
副
委
員
長
：
大
和
勲

委
員
：
南
波
和
憲
、
松
本
耕
司
、
久
保
田
順
一
郎
、

　
　
　

福
重
隆
浩
、
あ
べ
と
も
よ
、
岸
善
一
郎
、

　
　
　

伊
藤
清
、
本
郷
高
明

◎
県
内
調
査

★
平
成
29
年
１
月
26
日
㈭

高崎産業技術専門校

①
国
道
２
５
４
号
甘
楽
吉
井
バ
イ
パ
ス
及
び
吉
井

北
通
り
線
（
高
崎
市
）

富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺
産
群
の
世
界
遺
産
登

録
で
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
度
が
高
ま
っ
て

い
る
同
路
線
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

②
主
要
地
方
道
寺
尾
藤
岡
線
バ
イ
パ
ス（
高
崎
市
）

国
道
17
号
の
バ
イ
パ
ス
的
な
要
素
も
併
せ
持
ち

地
域
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
う
同
路
線
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

③
高
崎
産
業
技
術
専
門
校
（
高
崎
市
）

本
県
の
基
幹
産
業
で
あ
る
も
の
づ
く
り
分
野
を

担
う
技
能
者
を
育
成
す
る
同
校
の
施
設
・
訓
練
等

の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

文
教
警
察
常
任
委
員
会

◎
文
教
警
察
常
任
委
員
会
委
員

委
員
長
：
清
水
真
人
、
副
委
員
長
：
山
﨑
俊
之

委
員
：
腰
塚
誠
、
織
田
沢
俊
幸
、
角
倉
邦
良
、

　
　
　

井
田
泉
、
臂
泰
雄
、
藥
丸
潔
、

　
　
　

加
賀
谷
富
士
子

◎
県
内
調
査

★
平
成
29
年
１
月
26
日
㈭

鑑識科学センターで説明を受ける

①
群
馬
県
警
察
学
校
（
前
橋
市
）

治
安
対
策
を
担
う
警
察
官
の
基
礎
・
基
本
を
教

育
す
る
同
校
の
教
育
・
訓
練
の
状
況
等
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

②
群
馬
県
警
察
鑑
識
科
学
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
）

科
学
捜
査
の
中
核
的
業
務
を
担
う
同
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
業
務
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。


